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奈良文化財研究所本庁舎建替に伴う発掘調査（平城第 530 次） 
で発見された地震痕跡 
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１はじめに 
 奈良文化財研究所は、2014 年 4 月から、新庁舎建設予定地での発掘調査を行ってい

ます。調査区は平城京のすぐ西に隣接した平城京右京一条二坊四坪、一条南大路、右京

二条二坊一坪の一帯です（図１）。その調査区の西部において、砂脈やそれに伴った地割

れ、噴砂丘などの地震痕跡が検出されました。 
 
２検出された地震痕跡 
 地震痕跡は、現在のところ調査区西部に集中して検出されています。特に調査区西壁で

は、地層を分断する砂脈※１や、当時の地表面に噴き出した様相を示す噴砂丘※２、さらに地

震の揺れによって軟弱な砂層に生じた火炎構造※３を明瞭に観察することができます（写真

１･図２）。また砂脈の噴出部には層位が異なるものがあり、2 度にわたる大型地震の痕跡で

あることがわかります。どちらの痕跡についても奈良時代の遺物を含む地層に貫入してい

ることから、少なくとも奈良時代以降の地震と推定できます。1 度目の噴砂層の直下の地層

や１度目と 2 度目の噴砂層に挟まれる地層、さらに２度目の噴砂層の直上の地層の堆積時

期が今後の発掘調査によって明らかになれば、これらの地震がいつの時代に発生したもの

か、より高い精度で絞り込まれるものと期待されます。 
 また砂脈によって生じた地割れの平面的な分布は、概ね東西方向と南北方向の 2 方向に

収斂することが分かってきました（写真２･３･４）。東西方向の地割れは、秋篠川旧流路が

埋まる前の河岸付近に流路方向とほぼ平行に分布する傾向がみられ、一方、南北方向の地

割れについては、旧流路の埋土を貫入しています。これらのことから、東西方向の地割れ

が南北方向のものに先行することが分かってきています。 
 
３今後について 
 砂脈の貫入した地層の堆積時期の検証をおこなうとともに、文献史料などと対照して、

いつの時期の地震痕跡であるかを確定し、その地震がどのような被害を引き起こしたのか

などについても調べを進めていきたいと考えています。 
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（解説） 
 本文中で触れた砂脈やそれに伴う地割れ、さらに噴砂丘は、地震によって液状化した砂

層が堆積物の圧密で地表面に向かって押し出されるときにできた構造です。液状化とは、

地震によって揺すられた地下水が、堆積物の間を上向きに流れ、それによって浮き上がら

された粒子がお互いを直接的に支えられなくなり沈んでいき、その結果、堆積物の粒子が

下層で密になり、上層では液体状になる現象です。 
図Ａに本文中で用いた用語の模式図を掲載しました。 

 

図Ａ  砂脈･噴砂丘(砂火山)･火炎構造の模式図 
 

※１堆積物自体が地震によって実際に流体として動き、地層に貫入する脱水構造の一種。 
※２地層に貫入した堆積物が層理面上に残す堆積物の構造で、砂火山ともいう。 
※３軟弱な堆積物に生じる荷重痕の一種で、上下の地層間で大きな逆の密度差があるとき

にできる。向きが揃い上方に尖滅して行く形状が、まるでローソクの炎のように見えるこ

とから名付けられた。 
 
 図Ｂには、寒川（2006）氏がまとめた南海地震と東海地震の発生年表を参考までに掲載

した。現在の段階で、今回検出された地震痕跡がこれらの記録地震のどれかに当たるか否

かについては不明であるが、今後の検討課題としたい。 
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図Ｂ 南海地震と東海地震の発生年表 

※図は寒川（2006）より引用し一部加筆 
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